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七
月
五
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
第
一
回
税
務
委
員

会
が
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

西
村
事
務
総
長
の
挨
拶
、
委
嘱
状
の
伝
達
に
続
き
、

委
員
互
選
に
よ
り
、
委
員
長
に
加
藤
俊
雄
師
（
曹
洞

宗
）、
副
委
員
長
に
瀬
古
眞
隆
師
（
臨
済
宗
妙
心
寺

派
）
が
選
出
さ
れ
た
。

始
め
に
負
担
金
の
現
状
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
さ
れ
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

次
に
、
長
谷
川
正
浩
本
会
顧
問
弁
護
士
、
勝
木
禎

一
芝
仏
教
会
顧
問
税
理
士
よ
り
、
税
務
に
関
す
る
報

告
が
行
わ
れ
、
宗
派
課
金
の
収
益
事
業
に
お
け
る
損

金
算
入
の
認
否
の
問
題
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
問
題
に
関
し
て
国
税
庁
と
窓
口

折
衝
す
る
担
当
者
と
し
て
、
加
藤
俊
雄
（
曹
洞
宗
）、

野
坂
法
雄
（
日
蓮
宗
）、
加
藤
隆
宣
（
東
京
都
仏
教

連
合
会
）、
長
谷
川
正
浩
（
本
会
顧
問
弁
護
士
）、
倉

澤
豊
明
（
本
会
財
務
部
長
）、
吉
橋
勝
寛
（
本
会
総

務
部
長
）
の
六
師
が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
、
日
興
証
券
金
融
商
品
部
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
室
次
長
の
松
岡
慶
起
氏
が
、「
低
金
利
時
代
の
資

産
運
営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
債
に
よ
る
資

金
運
用
な
ど
、
幾
つ
か
の
実
例
を
出
し
な
が
ら
講
演

を
行
っ
た
。

六
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
、
真
言
宗
智
山
派

宗
務
庁
で
、
第
一
回
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

西
村
事
務
総
長
の
挨
拶
、
委
嘱
状
伝
達
に
続
き
、

�
加
盟
団
体
負
担
金
の
現
状
、
�
戒
名
（
法
名
）
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
�
加
盟
宗
派
顧
問
弁
護
士
連
絡

会
議
開
催
、
�
教
化
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
、
�
同
和

推
進
活
動
、
�
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
復
興
計
画
事

業
、
�
第
二
十
一
回
Ｗ
Ｆ
Ｂ
世
界
大
会
、
�
そ
の
他
、

以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
、
実
務
レ
ベ
ル
で
の
協
議
と

意
見
交
換
が
出
席
委
員
に
よ
り
活
発
に
行
わ
れ
た
。

全
国
仏
教
保
育
大
会

七
月
三
十
日
、
三
十
一
日
の
両
日
、
東
京
、
中
野

で
、（
社
）
日
本
仏
教
保
育
協
会
（
藤
堂
恭
俊
名
誉

会
長
・
上
村
映
雄
理
事
長
）
の
第
二
十
六
回
全
国
仏

教
保
育
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
か
ら
西
村
事
務

総
長
が
参
加
し
た
。

「
生
命
尊
重
ー
心
の
教
育

仏
教
保
育
を
み
つ
め

な
お
そ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
今
大
会
は
、
中
野
サ

ン
プ
ラ
ザ
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
献
灯
・
献
花
、
三

帰
依
文
唱
和
、
上
村
大
会
委
員
長
、
安
藤
文
隆
大
会

実
行
委
員
長
の
挨
拶
と
続
き
、
生
命
尊
重
ー
心
の
教

育
を
謳
う
大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

続
い
て
、
北
野
大
淑
徳
大
学
教
授
が
「
こ
ど
も
に

伝
え
る
生
命
の
在
り
方
」
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を

行
い
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

翌
、
三
十
一
日
に
は
宝
仙
学
園
で
十
五
の
分
科
会

に
分
か
れ
、
今
後
の
仏
教
保
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

多
角
的
に
研
修
が
進
め
ら
れ
た
。

税
務
委
員
会

明
照
会
館
で
開
催
さ
れ
た
税
務
委
員
会

総
務
委
員
会
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本
年
十
月
は
「
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
移
植
法
」
が

施
行
さ
れ
て
か
ら
満
三
年
が
経
過
し
、
法
律
の
付
則

第
二
条
に
「
施
行
後
、
三
年
を
目
途
と
し
て
必
要
な

措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
」
と
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
見
直
し
が
な
さ

れ
る
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。

拙
稿
で
は
、
か
か
る
問
題
に
仏
教
者
は
今
後
ど
の

よ
う
な
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
か
を
述
べ
、

見
直
し
案
の
重
要
な
柱
と
さ
れ
る
「
本
人
の
意
思
が

な
く
と
も
家
族
の
承
諾
の
み
で
も
臓
器
の
摘
出
が
で

き
る
」「
十
五
歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
親
の

同
意
の
み
で
臓
器
を
摘
出
で
き
る
」
と
い
う
二
点
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

仏
教
者
に
求
め
ら
れ
る
寛
容
な
姿
勢

今
年
二
月
、
ち
ょ
う
ど
一
年
前
に
三
十
一
年
ぶ
り

の
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
移
植
が
行
わ
れ
話
題
と
な
っ

た
高
知
市
の
高
知
赤
十
字
病
院
、
高
知
医
科
大
学
で
、

二
つ
の
研
究
会
が
催
さ
れ
た
。
そ
こ
で
現
場
に
携
わ

る
人
々
と
交
流
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
か
で
も
特
別
印
象
深
い
の
は
、
高
知
赤
十
字
病

院
の
救
命
救
急
部
長
で
、
一
年
前
、
脳
死
か
ら
の
臓

器
摘
出
に
深
く
関
わ
っ
た
Ｎ
医
師
の
言
葉
で
あ
る
。

Ｎ
医
師
は
私
に
仏
教
界
の
取
り
組
み
を
問
わ
れ
た
後
、

某
宗
の
僧
侶
を
は
じ
め
と
す
る
複
数
の
「
仏
教
者
」

を
名
乗
る
人
々
か
ら
の
「
臓
器
の
摘
出
手
術
を
行
っ

た
こ
と
で
無
間
地
獄
に
堕
ち
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

脅
迫
め
い
た
手
紙
が
病
院
の
み
な
ら
ず
、
自
宅
に
送

り
つ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
語
っ
て
く
れ
た
。「
仏

教
者
は
こ
う
い
う
や
り
方
を
す
る
の
で
す
か
」
と
Ｎ

医
師
。
こ
の
極
め
て
陰
湿
な
行
為
は
、
妄
信
と
で
も

い
う
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
妄
信

を
生
み
出
す
背
景
に
、
仏
教
者
が
教
団
レ
ベ
ル
で
長

年
重
ね
て
き
た
こ
の
問
題
に
対
す
る
是
非
論
の
及
ぼ

し
た
因
果
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

総
じ
て
仏
教
教
団
は
、
脳
死
・
臓
器
移
植
の
問
題

に
否
定
的
な
見
解
を
示
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
昨
年

三
十
一
年
ぶ
り
の
脳
死
移
植
が
行
わ
れ
る
と
矢
継
ぎ

早
に
「
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
」「
行
わ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
声
明
を
発
表
し
た
教
団
さ
え
あ
っ
た
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
声
明
を
知
っ
た
当
事
者
た
ち
、
提

供
者
の
遺
族
、
移
植
を
受
け
た
患
者
や
そ
の
家
族
、

Ｎ
医
師
の
よ
う
に
移
植
に
関
わ
っ
た
医
療
従
事
者

等
々
は
、
否
定
す
る
見
解
の
○
○
宗
の
教
え
か
ら
外

れ
た
人
々
と
類
別
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
仏
教
者
と
し
て
の
原
則
論
と
し
て
は
、

生
ま
れ
難
く
し
て
人
間
に
生
ま
れ
る
こ
と
の
で
き
た

た
だ
一
度
の
人
生
に
あ
っ
て
、
他
者
の
犠
牲
を
は
ら

っ
て
ま
で
生
に
執
着
せ
ず
、
あ
り
の
ま
ま
に
病
や
死

と
い
う
縁
を
受
け
入
れ
る
、
し
た
が
っ
て
臓
器
の
提

供
を
受
け
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
コ
メ
ン
ト
が
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
は
頷
け
よ
う
。
だ
が
日
々
進
歩
す
る

医
科
学
の
恩
恵
を
受
け
る
我
々
は
、
い
つ
自
分
や
家

族
が
移
植
医
療
を
必
要
と
す
る
立
場
に
身
を
お
く
か

わ
か
る
ま
い
。
ほ
ん
と
う
に
救
い
を
求
め
、
仏
教
を

必
要
と
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
当
事
者
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
仏
教
者
に
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

脳
死
・
移
植
の
是
非
論
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、

「
今
を
ど
う
生
き
る
か
」
と
い
う
生
き
方
の
核
に
仏

教
が
な
る
よ
う
な
教
化
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た

こ
れ
か
ら
身
近
に
増
え
る
だ
ろ
う
移
植
を
受
け
た

人
々
に
対
し
て
は
い
か
に
「
恩
に
報
い
る
生
き
方
」

「
脳
死
・
臓
器
移
植
法
」見
直
し
を
め
ぐ
っ
て

大
正
大
学
非
常
勤
講
師

浄
土
宗
浄
心
寺
僧
侶

�
�

�
�
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を
す
る
か
を
説
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

不
可
欠
な
本
人
の
意
思

周
知
の
ご
と
く
、
脳
死
者
か
ら
の
臓
器
提
供
者
は
、

法
律
が
施
行
さ
れ
て
飛
躍
的
に
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
る
と
は
決
し
て
い
え
な
い
。
こ
の
法
律
が
世

界
で
も
有
数
の
厳
密
な
規
定
に
則
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
「
脳
死
・
臓
器
移
植
禁
止
法
」
だ
と
皮
肉
る
人
さ

え
い
る
。
そ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
本
人
の
意
思
を
極
め

て
忠
実
に
遵
守
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。

だ
が
提
供
者
を
何
と
か
増
や
し
た
い
と
考
え
る

人
々
に
は
そ
の
厳
密
さ
が
支
障
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

意
思
表
示
カ
ー
ド
に
本
人
の
署
名
が
あ
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
っ
た
も
の
を
、
家
族
が
承
諾
す
れ
ば
臓
器

を
摘
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
案
に
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
た
し
か
に
そ
う
す
れ
ば
提
供
者
は
増
え
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
そ
こ
に
は
悪
い
意
味
で
の
功
利
主
義

の
発
想
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
意
思
表
示
カ
ー
ド

を
持
た
ず
に
脳
死
に
な
っ
た
患
者
や
、
カ
ー
ド
の
不

備
が
あ
っ
た
た
め
、
提
供
者
に
な
れ
な
か
っ
た
脳
死

者
が
現
れ
る
た
び
「
こ
の
人
の
臓
器
で
何
人
も
の
人

の
命
が
救
え
た
の
に
、
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言

葉
が
囁
か
れ
る
。
役
に
立
つ
臓
器
が
み
す
み
す
「
た

だ
の
遺
体
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
考
え
る
か
ら
だ
。

明
ら
か
に
こ
こ
に
は
役
に
立
つ
も
の
は
尊
く
、
役
に

立
た
な
い
も
の
に
は
価
値
が
な
い
と
い
う
、
臓
器
を

モ
ノ
化
し
て
医
療
資
源
の
一
部
と
見
な
す
考
え
が
横

行
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

元
来
、
脳
死
か
ら
の
移
植
と
い
う
医
療
は
、
自
分

が
脳
死
に
な
っ
た
場
合
、
誰
か
し
ら
の
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
る
の
な
ら
ば
自
分
の
臓
器
を
提
供
し
よ
う

と
い
う
善
意
の
上
に
成
り
立
つ
医
療
で
あ
る
は
ず
が
、

家
族
の
承
諾
だ
け
で
摘
出
で
き
て
し
ま
う
よ
う
に
な

れ
ば
、
移
植
の
た
め
に
救
命
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ

と
が
生
じ
た
り
、
臓
器
の
売
買
を
は
じ
め
、
憂
慮
す

る
問
題
が
歯
止
め
が
利
か
ず
に
噴
出
す
る
だ
ろ
う
。

本
人
の
意
思
表
示
こ
そ
、
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
根
本
だ

と
考
え
る
。
必
然
、
見
直
し
案
に
は
異
議
を
と
な
え

た
い
。
臓
器
の
提
供
者
の
確
保
を
急
い
で
医
療
へ
の

信
頼
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
年
間
二
千

例
の
心
臓
移
植
が
行
わ
れ
る
米
国
に
お
い
て
、
そ
れ

だ
け
の
提
供
者
が
増
加
す
る
ま
で
二
十
年
以
上
の
啓

蒙
活
動
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
無
論
、

米
国
は
臓
器
不
足
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
る
。

時
期
尚
早
な
子
ど
も
の
意
思
表
示

民
法
に
お
い
て
遺
言
が
可
能
な
の
は
十
五
歳
以
上

と
定
め
ら
れ
て
い
る
点
か
ら
、
十
五
歳
以
下
の
子
ど

も
は
現
行
法
で
は
臓
器
提
供
の
意
思
表
示
が
で
き
な

い
。
海
外
で
移
植
を
受
け
る
し
か
道
の
な
い
子
ど
も

に
、
移
植
の
機
会
を
広
げ
る
た
め
「
十
五
歳
以
下
の

子
ど
も
は
親
の
同
意
の
み
で
臓
器
を
摘
出
で
き
る
」

と
い
う
見
直
し
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

八
十
九
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
「
児
童
の
権
利

条
約
」
に
則
し
、
子
ど
も
に
も
意
思
表
示
を
さ
せ
た

方
が
よ
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
研
究
者
も
い
る
。

子
ど
も
の
命
は
親
の
モ
ノ
で
は
な
く
、
別
個
の
人
格

を
も
つ
預
か
り
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
親
の
同
意
の

み
で
判
断
す
る
に
は
危
険
が
多
く
、
子
ど
も
に
意
思

を
問
う
前
提
と
し
て
、
自
分
の
死
を
ど
う
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
の
か
、
い
の
ち
を
語
る
の
に
甚
だ
希
薄
な
土

壌
に
我
々
は
立
っ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
。

デ
ス
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
を
は
じ
め
、
今

し
ば
ら
く
議
論
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

昨
今
、
頻
繁
に
露
見
す
る
医
療
事
故
を
は
じ
め
、

専
門
家
と
い
わ
れ
る
人
々
の
仕
事
を
信
頼
し
に
く
い

現
実
と
対
峙
し
て
い
る
。
行
為
の
受
け
手
に
害
を
与

え
る
こ
と
な
く
、
利
益
を
提
供
で
き
る
仕
事
を
な
し

え
て
い
る
か
、
行
為
者
の
倫
理
と
品
性
が
共
通
し
て

問
わ
れ
、
そ
の
上
に
信
頼
が
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と

を
自
戒
と
と
も
に
、
医
療
従
事
者
に
も
求
め
た
い
。

佐
藤

雅
彦

師

２０００年９月１日
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靖
国
神
社
公
式
参
拝

中
止
要
請
書
を
提
出

五
月
十
八
日
の
第
一
回
信
教
の
自
由
に
関
す
る
委

員
会
の
議
決
に
則
り
、
本
年
も
「
首
相
及
び
閣
僚
の

靖
国
神
社
公
式
参
拝
中
止
の
要
請
書
」
を
七
月
末
に

政
府
に
提
出
し
た
。（
別
記
）

第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

開
催
に
つ
い
て

昨
年
開
か
れ
た
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
で
、

第
三
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
の
開
催
を
新
潟
県

で
開
催
す
る
こ
と
で
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
議
決
さ

れ
た
。

こ
れ
を
請
け
て
新
潟
県
仏
教
会
（
中
村
啓
識
会

長
）
で
は
、
昨
年
来
理
事
会
等
を
開
き
検
討
を
進
め

て
来
た
が
、
七
月
二
十
六
日
長
岡
市
で
実
行
委
員
会

の
結
成
式
を
行
い
具
体
的
な
準
備
作
業
に
入
っ
た
。

開
催
は
来
年
秋
を
予
定
。

―
八
月
―

二
日

税
務
委
員
会
小
委
員
会

三
日

国
際
委
員
会

四
日

世
界
平
和
祈
り
の
集
い
出
席

二
〇
〇
〇
年
九
月
一
日
発
行

九
月
号

第
四
六
一
号

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

本
会
は
「
靖
国
神
社
法
案
」、
首
相
及
び
閣
僚
の
「
靖

国
神
社
公
式
参
拝
」
に
対
し
て
、
過
去
十
九
回
に
わ
た
り
、

反
対
の
意
志
表
明
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

靖
国
神
社
は
、
特
定
の
基
準
を
も
っ
て
合
祀
の
対
象
と

し
た
戦
没
者
を
神
霊
と
し
て
祀
る
神
社
で
あ
り
、
純
然
た

る
宗
教
施
設
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
一
宗
教
団
体
で
あ
る
靖
国
神
社
に

首
相
及
び
閣
僚
が
公
式
参
拝
を
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う

な
形
式
を
と
り
ま
し
て
も
、
憲
法
に
定
め
る
「
信
教
の
自

由
」「
政
教
分
離
の
原
則
」
に
違
反
す
る
こ
と
は
疑
い
の

余
地
が
あ
り
ま
せ
ん
。

最
高
裁
判
所
は
、
靖
国
神
社
等
へ
の
公
金
支
出
が
、
金

額
の
多
寡
を
問
わ
ず
憲
法
違
反
に
当
た
る
と
い
う
、
明
確

な
判
断
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
戦
後
五
十
余
年
の
あ
い
だ
日
本
国
民
が
守

り
育
て
て
き
た
こ
れ
ら
の
憲
法
の
規
定
こ
そ
が
、
今
日
の

日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
改
め

て
確
認
し
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
没
者
の
追
悼
は
、
国
家
が
特
定
の
宗
教
に
か
か
わ
っ

て
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
各
ご
遺
族
が
そ
れ
ぞ
れ
に

真
実
と
仰
ぐ
宗
教
に
よ
っ
て
な
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
、
ま
も
な
く
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念

す
る
日
」
が
ま
い
り
ま
す
が
、
首
相
及
び
閣
僚
が
、
靖
国

神
社
へ
の
公
式
参
拝
を
さ
れ
な
い
よ
う
、
強
く
要
請
い
た

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

二
〇
〇
〇
年
八
月
一
日

財
団
法
人

全
日
本
仏
教
会

理
事
長

北

條

成

之

首
相
及
び
閣
僚
の
靖
国
神
社
公
式
参
拝

中

止

の

要

請

九
日

局
内
会
議

二
十
四
日

法
律
相
談
室

川
井
匡
俊
師
（
元
全
仏
常
務
理
事
）

七
月
二
十
四
日
遷
化
、
六
十
七
歳

国
際
仏
教
興
隆
協
会
理
事
長

全
仏
前
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長

急

告

世
界
仏
教
徒
連
盟（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）の
、
第
二
十
一
回
世

界
仏
教
徒
会
議
（
タ
イ
で
十
二
月
上
旬
開
催
予
定
）

に
合
わ
せ
、
全
日
本
仏
教
会
は
代
表
団
派
遣
ツ
ア
ー

を
企
画
中
で
す
。
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

全
仏
誌
ご
送
付
先
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
等

に
変
更
あ
る
場
合
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
帯
封
で
ご
送
付
の
場
合
、
帯
封
記
載
の
送

付
番
号
も
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

連
絡
先

〒
一
○
五
―
○
○
一
一

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
ー
七
ー
四

明
照
会
館
内

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局
社
会
部

電

話
○
三
ー
三
四
三
七
ー
九
二
七
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
○
三
ー
三
四
三
七
ー
三
二
六
○

全
仏
誌
郵
送
先

住
所
・
氏
名
変
更

御
連
絡
の
お
願
い

哀

悼

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五
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